
『高校生ボランティア・アワード２０１７』へ参加 

ブースでの活動内容発表 

県立神崎高等学校           

                 ボランティア 部  

１ 日時 平成２９年８月９日（水）～８月１０日（木） １泊２日   

２ 場所 さいたまスーパーアリーナ コミュニティアリーナ 

（埼玉県さいたま市中央区新都心８ 

３ 主催 公益財団法人 風に立つライオン基金 

  後援 内閣府、社会福祉法人ＮＨＫ厚生事業団 

埼玉県/ 埼玉県教育員会、社会福祉法人埼玉県社会福祉協議会 

４ ２日間のタイムテーブル 

   １日目：８月９日（水） １０：００ 受付・発表ブース準備 

 プログラム 内容 

１２：００ 開会式 主催者挨拶 / 来賓挨拶 / 開会宣言 

１３：００～１７：００ 一般会場、ブース発表 各校ブースでの活動発表 

１７：００～１８：００ レセプション 参加校交流会 

    ２日目：８月１０日（木） ９：００ 受付・発表ブース準備 

 プログラム 内容 

１０：００～１２：００ シンポジウム 有識者の先生と生徒による意見交換・質疑応答 

加藤 寛幸 / 公文 和子 / 香西 宏昭 / 

高橋 栄悟 / 野口 健 / 平島 修 / 鎌田 實 

１２：００～１５：００ 一般会場、ブース発表 各校ブースでの活動発表 

協賛各社による告知・パフォーマンス 

１５：００～１６：００ 片付け 発表ブースの片付け 

１６：００～１９：００ チャリティーコンサ

ート＆特別表彰 

メインアリーナステージにて特別表彰 

（加藤 寛幸 / 鎌田 實と出演者による表彰式） 

公益財団法人 風に立つライオン基金 Presents さだまさしチャリティーコンサート 

出演：さだまさし / 小林幸子 / 若旦那 / ももいろクローバーＺ / セロ / テツ and トモ 

５ 参加校数 

   全国からブース発表１０１校、ポスター発表１６校、動画発表６校が参加しました。 

県内では、本校を含め５校がポスター発表、動画発表で１校が参加しました。（参加校 

の詳細は、風に立つライオン基金高校生ボランティア・アワード２０１７ホームページ） 

６ 本校の発表内容 表題『今、私たちにできること！』 

   未来の地域リーダーを目指し、世代や国境を越えた絆を築いて地域に貢献する活動等 

様々な活動内容を発表しました。 

 

   

 

 

 

 

 

 

資料１ パンフレット 

資料２ パンフレットより本校部分を抜粋（ｐ１７より） 



７ ２日間の活動報告 

（１）参加者 本校３年生２名（前部長・副部長）、引率教員１名 

（２）活動内容 

始発の播但線で出発、１０時前に会場到着、受付後にブースにて発表準備。 

    以下に２日間の活動の様子を写した写真を掲載します。 

 

 

 

 

 

 

    

    写真１ 東京駅にて   写真２ 会場到着    写真３ 会場内で記念写真 

   

 

 

 

 

 

    写真４ ブース設置   写真５ 会場全体写真  写真６ 開会式 

 

 

 

 

 

 

    写真７ 来賓紹介     写真８ ゲスト紹介    写真９ ゲスト 

 

 

 

 

 

 

    写真 10 開会宣言    写真 11 ブースでの説明 写真 12 各校のブース 

 

 

 

 

 

 

    写真 13 小林幸子    写真 12 さだまさし  写真13 ももいろクローバＺ 

    （各ブースにゲスト・来賓の方々が訪問、緊張の中で説明する各校の生徒達） 

   

   

   

 

  

   



 

 

 

 

 

 

 

    写真 14～16 多くの方々に活動報告を説明する生徒 

 

 

 

 

 

 

 

    写真 17 多数の来客者数 写真18 協賛ブース   写真 19 表彰後の記念写真 

 

 

 

 

 

 

    

 写真 20～22 レセプションは『５時に夢中』（TOKYO MX）で生放送 

 

 

 

 

 

 

 

                             写真 23･24 シンポジウム  写真 25 コンサート会場 

８ シンポジウム 

司 会   澤田 南、鎌田 實（諏訪中央病院 名誉院長） 

パネリスト 国境なき医師団 加藤 寛幸、シロアムの園代表 公文 和子 

車椅子バスケット日本代表 香西 宏昭、曹洞宗吉祥寺住職 高橋 栄悟 

アルピニスト 野口 健、徳洲会総合診療医 平島 修 

８ 感想 

   特別表彰はならなかったが、多くの方々に本校の取り組みを聞いて頂きました。例会 

での発表が、今回の発表でも生かされ、『分かり易い説明』と高評価を頂きました。 

参加した２名の生徒は、「志」を同じくする友達が増えました。また、「人のために行 

動することが自分自身の成長につながる」と改めて感じた２日間になったと思います。  

  

 

   

   

 

  


